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(57)【要約】
【課題】　　　軽量で簡便に形成でき、雨水の集水及び
地面への浸透能力にすぐれた雨水浸透桝を提供すること
。
【解決手段】　樹脂製網状体で構成される円筒状物であ
って、その内側に不織布が積層されており、該円筒状物
の上部及び下部の開放面の少なくとも一方が、不織布で
覆われている雨水浸透桝。前記樹脂製網状体が、ポリオ
レフィンを成形して得られる孔開きシートを一軸または
二軸に延伸して製造される網状体である、雨水浸透桝は
好ましい態様である。
【選択図】　　図８
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂製網状体で構成される円筒状物であって、その内側に不織布が積層されており、該
円筒状物の上部及び下部の開放部の少なくとも一方が、不織布で覆われている雨水浸透桝
。
【請求項２】
　前記樹脂製網状体が、ポリオレフィンを成形して得られる孔開きシートを一軸または二
軸に延伸して製造される網状体であることを特徴とする請求項１に記載の雨水浸透桝。
【請求項３】
　前記円筒状物の上部及び下部の開放部が、不織布製キャップで覆われていることを特徴
とする請求項１または２に記載の雨水浸透桝。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、樹脂製網状態と不織布を用いた雨水浸透桝に関する。さらに詳しくは、樹脂
製網状体と不織布の円筒状積層物からなる雨水浸透桝に関する。
【背景技術】
【０００２】
　市街地では、地表面の大部分がコンクリートやアスファルトで舗装されているため、雨
水の浸透域が減少し、雨水による地表面での流出量が増大してきている。その結果、大雨
時において雨水管渠などの排水設備に大きな負荷がかかり、都市洪水の原因ともなってい
る。また、下水管渠や雨水管渠の整備が進んだ結果、雨水が地中に浸透しないので、河川
に流入する地下水が減少している。その結果、河川の自然浄化能力も失われつつあり、河
川の水質汚濁などの原因ともなっている。
【０００３】
　この対策として、道路や駐車場などの舗装路に降った雨水を地中に浸透させる雨水浸透
桝が開発され、道路や駐車場の側溝部分に設置されるようになった。また地域によっては
、家庭の敷地内においても、屋根などに降った雨水を地中に浸透させるために雨水浸透桝
を設置することが推奨されている。
【０００４】
　従来の雨水浸透桝は施工現場で型枠を組み、その型枠内にコンクリートを打設して作製
するものであり、きわめて作業に手間がかかると共に、作製者の技量によっても雨水浸透
桝の出来が異なるとの課題があった。
【０００５】
　そこで、このような課題を解決するために熱可塑性樹脂で成形された雨水浸透桝が提案
されている（例えば特許文献１）が、比較的大型で重量が重いため、取扱いや持運びがし
難いという問題もあった。
【０００６】
　樹脂製雨水浸透桝の改良についても提案がなされている（例えば特許文献２、特許文献
３）が、提案されている樹脂製雨水浸透桝は、いずれも比較的大型で重量が重いのと、予
め専用の金型で成形する必要があるためコストがかかるという問題を有するものであった
。
【特許文献１】特開２０００－３０９９７８号公報
【特許文献２】特開２０００－４５３７２号公報
【特許文献３】特開平１１－２５６６６４号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案者らは、前記従来技術の欠点を改善して、軽量で、簡便に形成でき、すぐれた機
能を果たす雨水浸透桝の開発に努めた結果本考案に到達したものである。



(3) JP 3141955 U 2008.5.29

10

20

30

40

50

　本考案は、軽量で簡便に形成でき、雨水の集水及び地面への浸透能力にすぐれた雨水浸
透桝を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本考案は、樹脂製網状体で構成される円筒状物であって、その内側に不織布が積層され
ており、該円筒状物の上部及び下部の開放面の少なくとも一方が、不織布で覆われている
雨水浸透桝を提供する。
【０００９】
　前記樹脂製網状体が、ポリオレフィンを成形して得られる孔開きシートを一軸または二
軸に延伸して製造される網状体である、前記した雨水浸透桝は本考案の好ましい態様であ
る。
【００１０】
　また、前記円筒状物の上部及び下部の開放部が不織布製キャップで覆われている、前記
した雨水浸透桝は本考案の好ましい態様である。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案により、軽量で、簡便に形成でき、雨水の集水及び地面への浸透能力にすぐれた
雨水浸透桝が提供される。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本考案は、樹脂製網状体で構成される円筒状物であって、その内側に不織布が積層され
ており、該円筒状物の上部及び下部の開放面の少なくとも一方が、不織布で覆われている
雨水浸透桝を提供する。
【００１３】
　本考案で使用される樹脂製網状体としては、高剛性、高強度で、耐候性、耐水性、耐薬
品性、軽量性、施工性等に優れたものが好ましい。このような観点から、延伸処理を施さ
れた樹脂製網状体の使用が好ましい。網状態を構成する樹脂としては、熱可塑性樹脂が好
ましく、とりわけポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィンが好ましい。本発
明の好ましい樹脂製網状体としては、熱可塑性樹脂から孔開きシートを作製し、これを一
軸又は二軸に延伸して製造される網状体を挙げることができる。熱可塑性樹脂にはカーボ
ンブラックなどの無機充填剤が配合されていてもよい。
【００１４】
　このような一軸又は二軸延伸のポリオレフィン製網状体は、市場で入手することができ
る。市販のポリオレフィン製網状体としては、例えば三井化学産資株式会社の商品名テン
サー（登録商標）を挙げることができる。
【００１５】
　本発明の不織布としては、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィンや、ポ
リエステルなどの熱可塑性樹脂から得られる不織布が好ましい。不織布として公知のもの
から適宜選択して使用することができるが、不織布としては長繊維のものが好ましいので
、スパンボンド法不織布などは好ましく使用することができる。中でも、ポリプロピレン
のスパンボンド法不織布が好ましい。
【００１６】
　不織布は、エンボスやヒートボンドなどの工程を経たものを使用することができるが、
本考案では、目付が４０～８００ｇ／ｃｍ２程度のものが好ましい。
【００１７】
　本考案で用いる不織布は、非イオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤などの親水化
剤で親水処理されたものであってもよい。
【００１８】
　本考案の雨水浸透桝は、樹脂製網状体の円筒状物であって、その内側に不織布が積層さ
れてもので構成されているが、このような円筒状積層物を形成させる方法の一例を図面に
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基づいて説明する。
【００１９】
　図１は、長方形の樹脂製網状体１に不織布２が積層されている状態を示す概略図である
。不織布２は、適当な箇所で適当な手段で樹脂製網状体１と結合されていることが好まし
い。図１においては、長辺付近で複数箇所で、不織布２がＣリンガー３を用いて樹脂製網
状体１に結合されている。樹脂製網状体１は、形成する雨水浸透桝の形状によって、正方
形をしていても差し支えない。
【００２０】
　図１の長方形の樹脂製網状体積層物は、不織布を内側にして円筒状に曲げられて、網状
体両端を結合させることによって円筒物が形成される。図２は、樹脂製網状体の両端を結
合させる方法の一例を示す部分概略図である。網状体の一端は、他端の網目を通して反対
側に曲げられて、曲げられた部分４と他端５の間にジョイナー６が差し込まれることによ
って樹脂製網状体の両端が結合されている。かくして図３に示すようは円筒状物が形成さ
れる。円筒状物７の内側は不織布によって積層されている。
【００２１】
　得られる樹脂製網状体円筒状積層物は、軽量であるが、雨水浸透桝として使用されると
き、雨水浸透桝の周辺には不織布の透水性によって適度の水が流れ出すと同時に、周辺の
土砂は不織布層に遮られて雨水浸透桝に流入することはないので、雨水浸透桝としての優
れた機能を果たし、その機能を長時間持続させることができる。
【００２２】
　円筒状物７は上方及び下方に開放されているが、上方または下方の開放部を不織布製の
キャップで覆ってもよい。図４は、キャップの一例を示す概略図である。図４のキャップ
８は、円筒状物の開放部を覆う不織布円形部８－１の縁部において垂直方向に円筒状垂直
部８－２が形成された形状をしており、これによって樹脂製網状体の円筒状積層物の上方
開放部を上からしたに、また下方開放部を下から上に覆うことができる。
【００２３】
　図３の円筒状積層物７には、下方開放部がキャップ８によって覆われている。
図５は、下方開放部がキャップ８によって覆われている円筒状積層物を示す正面図である
。
【００２４】
　本考案の樹脂製網状体円筒状積層物を、図３のキャップ８で覆うことは必須ではない。
図６に示すように、円筒状積層物７の開放部が不織布シート９で覆われて、円筒物からは
み出した不織布をたたみ込むことによって開放部が不織布シートで覆われている態様も本
考案の好ましい態様である。
【００２５】
　樹脂製網状体円筒状積層物の開放部を不織布によって覆うことによって上方および下方
からのごみの流入や土砂の流入を防ぎ水だけを通過させることができるので、雨水浸透桝
としての機能を持続させることができる。
【００２６】
　樹脂製網状体円筒状積層物の開放部を不織布によって覆うのは、上方及び下方のいずれ
か一方でもいいし、その双方を覆うこともできる。上方及び下方の開放部を不織布によっ
て覆う態様はより好ましい態様である。
【００２７】
　本考案の樹脂製網状体円筒状積層物を雨水浸透桝をして使用するに際して、その内部を
砂利等で充填することができる。砂利等で充填することによって、上部地盤の重量を支持
するとともに、集めた雨水を砂利の間隙から徐々に排水するという効果が得られる。
【００２８】
　図７は、本考案の樹脂製網状体円筒状積層物７が、その下方開放部を不織布キャップ８
で覆われ、内部が砂利１０で充填されている様子を示す概略図である。このような樹脂製
網状体円筒状積層物７の上方開放部をさらに不織布キャップ８で覆って、雨水浸透桝とし
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浸透桝Ａの上方の集水孔１２とキャップ８を通過して流れ込み、雨水浸透桝Ａに貯留され
た雨水は、下方キャップ８を通過して、地面に浸透している。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本考案によって、軽量で、簡便に形成でき、すぐれた機能を果たす雨水浸透桝が提供さ
れる。
　本考案によって提供される雨水浸透桝は、軽量で簡便に形成できる上に、雨水の集水及
び地面への浸透能力にすぐれた雨水浸透桝である。
　本考案によって提供される雨水浸透桝は、上下及び周辺からの土砂やごみの流入を阻止
しながら、集水した雨水を地面に浸透させるという機能を長時間持続させることができる
雨水浸透桝である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】長方形の樹脂製網状体と不織布の積層物示す概略図である。
【図２】樹脂製網状体の両端をジョイナーで結合する様子を示す部分概略図である。
【図３】樹脂製網状体積層物により形成された円筒状物を示す概略図である。
【図４】不織布製キャップの一例を示す概略図である
【図５】下方開放部がキャップ８によって覆われている樹脂製網状体円筒状積層物を示す
正面図である。
【図６】樹脂製網状体円筒状積層物が上方及び下方開放部が不織布で覆われている一例を
示す概略図である。
【図７】本考案の樹脂製網状体円筒状積層物が、その下方開放部を不織布キャップ８で覆
われ、内部が砂利で充填されている様子を示す概略図
【図８】本考案の樹脂製網状体円筒状積層物を用いた雨水浸透桝の敷設一態様を示す概略
図である。
【符号の説明】
【００３１】
１．樹脂製網状体
２．不織布
３．Ｃリンガー
４．樹脂製網状体の一端
５．樹脂製網状体他端
６．ジョイナー
７．円筒状積層物
８．不織布製キャップ
８－１．円形部
８－２．垂直部
９．不織布シート
１０．砂利
１１．側溝
１２．集水孔
Ａ．雨水浸透桝
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